
九
七

東
京
大
学
史
史
料
室
彙
報

平
成
二
五
年
二
月
よ
り
平
成
二
六
年
一
月
末
ま
で
の
東

京
大
学
史
史
料
室
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
資
料
収
集
〉

○
史
料
受
贈
等
（
件
名
・
日
付
は
「
史
料
室
日
誌
抄
録
」『
東

京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

八
件

○
学
外
よ
り
の
受
贈
図
書
（
図
書
名
は
『
東
京
大
学
史
史

料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

二
六
五
点

○
学
内
受
入
図
書
類　

二
六
九
点

○
購
入
図
書　

二
五
点
（『
記
録
と
史
料
』
全
国
歴
史
資
料

保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
編
他
）

〈
史
料
公
開
・
調
査
活
動
〉

○
研
究
活
動

『
東
京
大
学
史
紀
要
』（
年
一
回
発
行
）

編
集
・
発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

第
三
一
号　

二
〇
一
三
年
三
月
発
行　

	

Ｂ
５
版
一
六
八
頁　

七
〇
〇
部
印
刷

○
広
報
活
動

『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』（
年
二
回
発
行
）

編
集
・
発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

第
五
〇
号　

二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日
発
行

	

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷

第
五
一
号　

二
〇
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
発
行

	

Ａ
４
版
八
頁　

一
二
〇
〇
部
印
刷

○
見
学

な
し

○
閲
覧　

※
安
田
講
堂
改
修
工
事
に
と
も
な
い
、
平
成
二 

四
年
七
月
一
二
日
よ
り
平
成
二
五
年
九
月
二
日
ま
で
閲

覧
停
止

閲
覧
者
数　

延
二
五
名
（
学
内
五
名
、
学
外
二
〇
名
）

・	

工
学
部
一
号
館
前
広
場
の
銀
杏
の
調
査
の
た
め
、
戦
前

期
卒
業
写
真
帖
等
閲
覧
。

・	

週
刊
「
日
本
の
100
人
」
改
訂
版
に
使
用
の
た
め
、『
東
京

大
学
百
年
史
通
史
一
』
を
閲
覧
。

・	

安
田
講
堂
仮
囲
い
に
印
字
す
る
古
写
真
の
調
査
の
た
め
、

『
安
田
家
寄
附
帝
国
大
学
大
講
堂
上
棟
式
記
念
』、『
建
築

設
計
叢
書
（
東
京
帝
国
大
学
大
講
堂
）』
を
閲
覧
。

・	

調
査
研
究
の
た
め
、「
内
田
祥
三
関
係
史
料
」
を
閲
覧
。

・	

明
治
二
〇
年
代
初
期
の
『
大
学
年
報
』
閲
覧
の
た
め
、『
文

部
省
往
復
』
明
治
二
一
～
二
五
年
分
を
閲
覧
。

・	

日
本
近
代
史
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
一
六

～
二
〇
年
分
、『
重
要
書
類
彙
集
』
明
治
八
年
を
閲
覧
。

・	

調
査
研
究
の
た
め
、「
加
藤
弘
之
関
係
史
料
」
を
閲
覧
。

・	

近
代
日
本
建
築
・
造
園
史
（
教
育
施
設
）
研
究
の
た
め
、

『
文
部
省
往
復
』
明
治
二
八
・
三
〇
年
・
三
五
年
・
三
八
年
・

四
〇
年
・
四
三
年
、
昭
和
二
年
、
写
真
帖
『
林
友
会
記
念
』

大
正
六
年
一
二
月
、
写
真
帖
『
農
業
教
員
養
成
所
卒
業

記
念
』
昭
和
四
年
三
月
、『
東
京
帝
国
大
学
例
規
要
覧
』

を
閲
覧
。

・	

丁
頴
に
つ
い
て
の
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
大
正

八
～
一
三
年
、『
帝
国
大
学
一
覧
』
大
正
八
～
九
、
大
正

九
～
一
〇
を
閲
覧
。

・	

調
査
研
究
の
た
め
、「
内
田
祥
三
関
係
史
料
」、『
学
術
研

究
会
議　

研
究
動
員
委
員
会
』、『
学
術
研
究
会
議　

関

東
支
部
』
を
閲
覧
。

・	

学
生
問
題
研
究
所
の
成
立
経
緯
調
査
の
た
め
、「
矢
内
原

関
係
資
料
」、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
二
三
～
二
六
年
を

閲
覧
。

・	

理
学
部
一
号
館
ビ
デ
オ
撮
影
の
素
材
収
集
の
た
め
、『
東

彙　

報



九
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京
大
学
そ
の
百
年
』、『
東
京
大
学　

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
百
年
』、『
東
京
大
学
の
百
年
一
八
七
七
～
一
九
七
七
』

を
閲
覧
。

・	

調
査
研
究
の
た
め
、『
秘
書
』
昭
和
六
～
一
二
年
、
一
三

～
一
五
年
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
九
年
、一
〇
年
（
一
）、

一
三
年
（
二
）、
一
七
年
（
五
）、「
小
松
行
松
関
係
史
料
」

を
閲
覧
。

・	

企
画
展
「
近
代
日
本
の
幕
開
け
と
私
立
法
律
学
校
」
で

パ
ネ
ル
と
し
て
使
用
の
た
め
、『
帝
国
大
学
五
十
年
史
』

上
冊
を
閲
覧
。

・	

関
係
資
料
収
集
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
二
四
・ 

二
五
年
、『
大
学
院
学
生
名
簿
明
治
四
三
年
六
月
、『
入

学
許
可
者
宣
誓
関
係
』
明
治
二
〇
年
～
三
一
年
、『
大
学

院
学
生
関
係
書
類
』
明
治
二
一
～
二
四
年
、『
卒
業
証
書

授
与
式
関
係
書
類
』
明
治
二
〇
・
二
一
年
を
閲
覧
。

・	

調
査
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
二
四
年
（
二
）、

昭
和
二
五
年
（
一
）
を
閲
覧
。

・	

教
育
審
議
会
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
、「
西
村
房
太

郎
関
係
資
料
」
を
閲
覧
。

・	

小
金
井
良
精
に
関
す
る
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
派
遣
海

外
留
学
生
関
係
』
明
治
一
六
年
を
閲
覧
。

・	

科
学
史
の
研
究
及
び
明
治
十
六
年
事
件
の
調
査
の
た
め
、

『
明
治
十
六
年
十
月
二
十
七
日
事
件
書
類
』
を
閲
覧
。

・	

近
代
建
築
史
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
一
七
、 

二
二
、二
四
、三
五
、三
六
、三
九
、四
一
～
大
正
一
二
年
分

を
閲
覧
。

○
照
会

照
会
者
数　

延
八
〇
名
（
学
内
一
六
名
、学
外
六
四
名
）

・	

岡
倉
天
心
の
履
歴
に
つ
い
て
。

・	

上
野
戦
争
の
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
、
維
新
期
の
番
組
制

作
を
検
討
し
て
い
る
が
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
取
材
・

調
査
に
つ
い
て
。

・	

学
徒
出
陣
に
つ
い
て
。

・	

学
生
服
等
の
起
源
に
つ
い
て
。

・	
昭
和
二
〇
年
代
の
学
生
服
の
状
況
に
つ
い
て
。

・	「
史
料
開
智
学
校
」
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
原
資
料
に
つ
い

て
。

・	

明
治
初
期
の
開
成
学
校
の
写
真
に
つ
い
て
。

・	

歴
代
総
長
の
演
説
資
料
に
つ
い
て
。

・	

一
九
二
〇
年
代
の
医
学
部
衛
生
関
係
講
座
等
に
つ
い
て
。

・	

森
鴎
外
が
鉄
門
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
と
思
う
が
、
そ

の
当
時
の
鉄
門
写
真
の
所
蔵
に
つ
い
て
。

・	

安
田
講
堂
上
棟
式
記
念
写
真
集
の
一
部
写
真
の
使
用
許

可
に
つ
い
て
。

・	

茅
誠
司
の
生
年
・
没
年
に
つ
い
て
。

・	

ポ
ー
ラ
ン
ド
民
謡
で
あ
る
「
森
へ
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
曲
の
翻
訳
を
し
て
い
る
東
大
音
感
研
究
会
に
つ
い

て
。

・	

昭
和
四
年
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
寄
贈
受
入
れ
に
つ
い
て
。

・	

武
藤
清
名
誉
教
授
の
写
真
の
所
蔵
に
つ
い
て
。

・	

明
治
二
〇
年
代
と
推
定
さ
れ
る
文
科
大
学
関
係
写
真
の

利
用
に
つ
い
て
。

・	

一
九
六
四
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
東
大
が
聖

火
の
演
出
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
情
報
に
つ
い
て
。

・	『
東
京
大
学
百
年
史
』
の
執
筆
デ
ー
タ
（
農
学
部
分
）
に

つ
い
て
。

・	

大
学
年
報（
明
治
大
正
期
分
）の
草
稿
の
所
在
に
つ
い
て
。

・	

戦
後
に
東
京
帝
国
大
学
が
東
京
大
学
に
名
称
変
更
す
る

時
期
に
つ
い
て
。

・	

明
治
期
の
文
科
大
学
哲
学
科
卒
業
の
有
無
等
に
つ
い
て
。

・	

東
京
大
学
占
領
体
制
研
究
会
に
つ
い
て
。

・	

作
家
中
島
敦
が
東
京
帝
大
で
学
ん
で
い
た
頃
に
つ
い
て
。

・	

昭
和
二
〇
年
代
の
教
育
学
部
・
教
職
課
程
に
つ
い
て
。

・	

明
治
期
の
お
雇
い
外
国
人
教
師
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
等
に

つ
い
て
。

・	

昭
和
一
四
年
こ
ろ
の
旧
制
高
校
一
高
の
写
真
に
つ
い
て
。

・	

昭
和
一
七
年
こ
ろ
の
東
京
帝
国
大
学
の
写
真
に
つ
い
て
。

・	

史
料
室
閲
覧
再
開
日
時
に
つ
い
て
。



九
九

・	
大
学
入
試
が
な
か
っ
た
年
及
び
女
子
入
学
（
新
制
）
の

開
始
時
期
、
ま
た
旧
制
高
校
か
ら
の
東
京
帝
国
大
学
へ

の
進
学
に
つ
い
て
。

・	

昭
和
二
八
年
に
行
わ
れ
た
入
学
式
の
日
付
に
つ
い
て
。

・	

大
学
で
編
纂
作
業
室
員
と
し
て
携
わ
っ
た
こ
と
の
証
明

書
交
付
に
つ
い
て
。

・	

帝
国
大
学
一
覧
（
明
治
四
四
～
四
五
）
に
あ
る
、「
第
四

回
受
験
生
」
の
意
味
及
び
、
特
待
生
の
優
遇
措
置
に
つ

い
て
。

・	『
東
京
大
学
の
百
年
』
掲
載
写
真
に
つ
い
て
。

・	

一
九
六
〇
年
代
の
赤
門
の
写
真
に
つ
い
て
。

・	

安
田
講
堂
の
時
計
の
文
字
盤
に
つ
い
て
。

・	

学
生
紛
争
の
後
に
す
ぐ
に
安
田
講
堂
が
改
修
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
。

・	

初
代
総
長
の
氏
名
、
及
び
茅
誠
司
他
の
総
長
に
つ
い
て
。

・	

昭
和
四
〇
年
代
前
に
入
試
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
。

・	『
文
部
省
往
復
』
の
閲
覧
に
つ
い
て
。

・	

国
創
産
業
大
学
が
東
大
工
学
部
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
と

い
う
情
報
に
つ
い
て
。

・	

戦
前
期
の
史
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
。

・	

戦
前
期
の
教
育
用
掛
図
（
史
料
編
纂
所
版
）
の
閲
覧
に

つ
い
て
。

・	

以
前
寄
贈
し
た
卒
業
証
書
の
閲
覧
に
つ
い
て
。

・	

工
学
部
一
号
館
前
に
あ
る
銀
杏
の
木
に
つ
い
て
。

・	『
東
京
大
学
百
年
史
』
の
基
礎
資
料
と
し
て
あ
る
「
大
学

制
度
審
査
委
員
会
議
事
録
」
の
閲
覧
に
つ
い
て
。

・	

文
化
財
指
定
の
建
物
（
特
に
安
田
講
堂
に
つ
い
て
）
に

つ
い
て
。

・	

教
育
勅
語
に
つ
い
て
。

・	

赤
門
に
つ
い
て
。

・	

昭
和
一
八
年
二
月
八
日
付
の
帝
大
新
聞
の
寄
贈
に
つ
い

て
。

・	

東
京
大
学
史
史
料
研
究
会
編
『
東
京
大
学
年
報
』
に
つ

い
て
。

・	『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
二
で
、
東
大
第
二
工
学
部
の

設
立
に
つ
い
て
評
議
会
に
承
認
を
求
め
た
と
あ
る
が
、

評
議
会
資
料
は
保
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
閲
覧

に
つ
い
て
。

・	

加
藤
弘
之
は
総
長
を
二
回
務
め
て
い
る
か
。

・	

明
治
時
代
に
卒
業
し
た
卒
業
証
書
の
再
発
行
に
つ
い
て
。

・	

明
治
一
二
年
頃
の
講
義
録
や
卒
業
生
氏
名
録
に
つ
い
て
。

・	

戦
後
教
養
学
部
で
教
員
を
し
て
い
た
外
国
人
教
師
の
文

献
や
資
料
に
つ
い
て
。

・	

駒
場
一
号
館
の
時
計
台
に
つ
い
て
。

・	

女
子
美
術
大
学
の
創
立
者
・
藤
田
文
蔵
が
学
ん
だ
工
部

美
術
学
校
に
つ
い
て
。

・	

小
金
井
良
精
の
関
係
資
料
に
つ
い
て
。

・	

東
京
大
学
の
創
立
年
に
つ
い
て
。

・	

一
高
か
ら
八
高
ま
で
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
。

・	

明
治
四
〇
年
の
法
科
の
名
称
等
に
つ
い
て
。

・	

史
料
室
閲
覧
再
開
の
予
定
に
つ
い
て
。

・	

一
九
七
〇
年
の
入
学
者
数
に
つ
い
て
。

・	

一
九
二
九
年
山
川
健
次
郎
氏
の
葬
儀
の
際
、
第
一
一
代

総
長
小
野
塚
喜
平
次
が
読
ん
だ
弔
辞
に
つ
い
て
。

・	

一
九
九
七
年
に
寄
贈
し
た
資
料
に
つ
い
て
。

・	

学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
関
係
の
写
真
の
所
蔵
に
つ
い
て
。

・	『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
の
刊
行
に
つ
い
て
。

・	

戦
前
の
入
学
式
や
卒
業
式
等
に
お
い
て
、
君
が
代
斉
唱

や
国
旗
掲
揚
は
な
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
。

・	

赤
門
（
重
要
文
化
財
）
前
で
甲
冑
展
な
ど
が
行
わ
れ
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
。

・	

東
京
帝
国
大
学
か
ら
東
京
大
学（
旧
制
）へ
の
改
称
日
時
、

及
び
昭
和
二
二
～
二
四
年
の
卒
業
式
の
日
時
、
ま
た
九

月
卒
業
式
の
最
後
の
時
期
に
つ
い
て
。

・	

昭
和
二
六
～
三
〇
年
当
時
、
法
学
部
学
生
に
な
る
た
め

の
入
試
要
項
で
の
募
集
表
記
に
つ
い
て
。

・	

蕃
書
調
所
の
書
類
の
所
在
に
つ
い
て
。

・	

凡
そ
六
〇
年
く
ら
い
前
に
、
東
京
大
学
が
熊
本
・
阿
蘇



一
〇
〇

で
降
雨
実
験
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
。

・	
田
中
義
能
氏
の
大
正
一
四
年
六
月
当
時
の
肩
書
に
つ
い

て
。

・	『
東
京
大
学
百
年
史
通
史
』
一
の
記
述
事
項
に
つ
い
て
。

・	

安
田
講
堂
内
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
総
長
室
に
つ
い
て
。

・	

明
治
三
一
、三
二
年
頃
の
学
生
の
名
前
や
教
官
の
名
前
他

に
つ
い
て
。

・	

明
治
二
五
年
の
工
科
大
学
・
冶
金
の
卒
業
生
調
査
に
つ

い
て
。

・	

農
科
大
学
の
名
称
変
遷
に
つ
い
て
。


